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福音書からのメッセージ 

イエスはお答えになった。「『人はパンだけ

で生きるものではない。神の口から出る一

つ一つの言葉で生きる』と書いてある。」 

（マタイによる福音書 4 章 4 節） 

 

今日の福音書、舞台は荒れ野です。荒れ

野というと、町中から離れた寂しいところ

です。岩がゴツゴツしていて、草木もまば

らにしか生えていません。しかしここでは

神さまに出会うことが出来ると考えられ

ていました。 

出エジプト記では、モーセに率いられた

イスラエルの人々が 40 年間荒れ野をさま

よいます。荒れ野で神さまは、雲の柱や火

の柱を送って人々を導き、また天からマナ

という食べ物を与えて養われました。そこ

では神さまを感じることができたのです。 

その荒れ野に、イエス様は宣教を開始さ

れる直前に行かれました。40 日間断食を

して、ただひたすら神さまと対話されます。

わたしたちはこの 40日間を思い浮かべた

時に、げっそりとしたイエス様を想像する

のではないでしょうか。頬はこけ、生気が

なくなったイエス様を思い浮かべるので

す。 

だからわたしたちはその姿に倣い、復活

日までの 40 日間という大斎週の間、イエ

ス様と同じように暗い顔をして過ごして

いく。 

しかし、荒れ野という場所で、これから

いざ宣教に向かうというそのときに、イエ

ス様は本当にそのような顔をしていたの

でしょうか。 

わたしは思います。決してそうではない

と。荒れ野での 40 日間、イエス様は神さ

まと対話し、神さまのみ手によって養われ

たイエス様は、神さまのみ恵みにのみ包ま

れていたと思うのです。つまりイエス様の

心は、神さまのお守りとお導きによって充

実していたとい

うのが、40日間

の断食を終えた

そのときだった

と思います。 

肉体は食物を

得なければ、維

持できない。こ

れはわたしたち

人間が考える常

識です。しかし

イエス様は言われます。「人はパンだけで

生きるものではない。神の口から出る一つ

一つの言葉で生きる」と。 

イエス様はこの箇所を通して、わたした

ちも神さまの口から出る一つ一つの言葉

に頼るようにと告げられます。たしかにパ

ンも大事かもしれません。しかし神さまか

らの導きがないと、わたしたちは本当の意

味で生きることができない。そのことをイ

エス様はわたしたちに教えておられるの

です。 

復活日までの 40 日間、わたしたちは神

さまの恵みを感じながら、毎日を過ごして

いきたいと思います。神さまのお恵み、そ

れは神さまがわたしたちにイエス様を遣

わしてくださった事です、そしてその大切

な独り子を十字架へと向かわせたことで

す。そのことによって、わたしたちは神さ

まの前に立てるものとされました。 

そのことに感謝しつつ、4 月 16 日のイ

ースターを、喜びをもって迎えることがで

きればと思います。 
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